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持続可能なプロジェクトの立案 
6 つのステップ 
「持続可能性」（Sustainability）という言葉は、組織によって異なる意味を持っています。ロータリーの「持続可能

性」とは、補助金プロジェクトの終了後にも、現地の人々が自力でニーズに取り組めるよう支援し、長期的な解決

策をもたらすことを意味しています。この「持続可能性」の要素を盛り込むための6つのステップをご紹介します。 
 
1）地域社会のニーズと強みを調査する 
プロジェクトが実施される国の提唱者が地域社会のニーズ調査を実施。特定されたニーズのうち、補助金で支援

できるニーズは何か、地元の人々の価値観や文化を考慮してどのような活動ができるか検討する。計画立案の

段階から、地元の他団体に参加してもらう。 
 
2）現地で物資を調達する 
可能な限り、設備や物資、テクノロジー機器は現地で調達する。また現地で調達できる部品を使った製品を選ぶ。

テクノロジーや物資を選ぶ際には、地元の人々に参加してもらい、設備の使用、維持、修理を自分たちで行って

いけるよう研修を行う。 
 
3）現地の資金源を確保する 
プロジェクトの長期的な運営、設備や機器の維持・修理費を賄うための地元の資金源があることを確認する。プ

ロジェクトのために物やサービスを提供する人と業者には、継続的にプロジェクトにかかわってもらえるよう、適切

な報酬を与える。 
 
4）研修、教育、呼びかけを行う 
現地の人々が自力でニーズを満たしていく力をつけられるよう、研修、教育、啓蒙活動を行う。研修を受けた人々

が、学んだ知識をさらに多くの人に伝えていくための計画を立てる。必要に応じて、専門知識を持つ地元団体の

力を借りる。 
 
5）恩恵を受ける人びとにも関与してもらう 
補助金が全額使われた後にも、受益社会が自力でプロジェクトを継続できるようにする。具体的には、支援の対

象となる人びとやプロジェクト参加者に継続的に関与・協力してもらうためのインセンティブを提供したり、プロジェ

クトの成果を長期的に保つため、現地でリーダー的役割を引き受けてくれる人を探す。 
 
6）モニタリングと評価を欠かさない 
明確で測定可能なプロジェクト目標を立て、プロジェクトのデータを集める方法を決める。評価に用いる基本デー

タを記録し、少なくとも3年間どのような変化がもたらされたかを具体的に示せるようにする。 
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